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２．港とは
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写真は高松港空撮
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港とは



国際戦略港湾

東京港
横浜港
神戸港
など5港

長距離の国際海上ｺﾝﾃﾅ運送に係る国際海上貨物輸送網の拠点となり、
かつ、当該国際海上貨物輸送網と国内海上貨物輸送網とを結節する機能
が高い港湾であって、
その国際競争力の強化を重点的に図ることが必要な港湾

国際拠点港湾
名古屋港
水島港

など18港

国際戦略港湾以外の港湾であって、
国際海上輸送網の拠点

港湾法

重要港湾

釜石港
大船渡港
高松港

など103港

国際戦略港湾および国際拠点港湾以外の港湾であって、
海上輸送網の拠点となる港湾
その他国の利害に重大な関係を有する港湾

地方港湾
女木港

など810港 国際戦略港湾、国際拠点港湾、重要港湾以外の港湾

行政上の分類
56条港湾

桜井河口港
など61港 都道府県知事が水域を定めて公告した港湾

特定第3種漁港

第3種漁港

漁港法 第2種漁港

第1種漁港

第4種漁港
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平成26年4月時点

徳島 香川 愛媛 高知 計
国際戦略港湾 5 0 0 0 0 0
国際拠点港湾　 18 0 0 0 0 0
重要港湾 102 2 2 6 3 13
地方港湾 808 10 65 44 16 135
計 933 12 67 50 19 148
（うち避難港） (35) (0) (0) (0) (2) (2)
56条港湾 61 0 0 1 0 1
合計 994 12 67 51 19 149

四国管内全国区分

港の分類
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四国の重要港湾

高松港坂出港

徳島小松島港

橘港

三島川之江港

新居浜港東予港

今治港

松山港

宇和島港

高知港

須崎港

宿毛湾港



３．港湾の利用について
（海上貨物・船舶・港湾）
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エネルギー資源 （原油・LNG・LPG）
鉱物資源 （石炭・鉄鉱石・石灰石）
穀物
木材 （原木・チップ）
自動車 ・・・・・・etc

荷物の種類に特化した専用船

●コンテナ貨物 ・・・入れ物に入れて船積みするもの

穀物
木材 （原木）
食品 （冷凍・冷蔵も可）
その他、箱に入るものならなんでも

貨物サイズの画一化で輸送が高効率

●バルク貨物 ・・・バラバラで船積みするもの

9

船で運ばれる貨物と荷役
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長さ 6m （ ＝20Ft ）

長さ 12m （＝40Ft ）

2.
6m

幅 2.4m

幅 2.4m

幅 2.4m

※高さ９ﾌｨｰﾄ6インチ(約2.9m)の
背高コンテナもある

高
さ2.

6m

高
さ

20ft コンテナ

40ft コンテナ

路 線 バ ス

ｺﾝﾃﾅの最大総重量

（＝自重＋最大積載重量）

＝２４ ﾄﾝ

ｺﾝﾃﾅの最大総重量

（＝自重＋最大積載重量）

＝３０ ﾄﾝ

長さ 12m （＝40Ft ）

コンテナの大きさ等

コンテナ船

フェリー

RO-RO船

タンカー

石炭専用船 LNG専用船

MOL（商船三井）ホームページより 11

船舶の種類



徳島小松島港

バラ積み船（木材チップ）の荷役
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貨物の荷役形式
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コンテナ船の荷役

高知新港

名古屋港 徳島小松島港

今治港

貨物の荷役形式



４．世界・全国の港湾を取り巻く状況
（物の流れ）
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資料：農林水産省　「食料需給表(平成17年度版）概要」

　　　http://www.kanbou.maff.go.jp/www/fbs/dat-fy17/H17sanko-2.pdf

（注）熱量ベース

資料：資源エネルギー庁長官官房総合政策課
　　　「2005年度エネルギーバランス表」
　　　http://www.enecho.meti.go.jp/info/statistics/energy/2005R4b.xls

（注）熱量ベース

食 料

エネルギー

資料：農林水産省「食糧需給表（平成26年度版）概要」
（注）熱量ベース

6割

9割以上

資料：資源エネルギー庁長官官房総合政策課
「2013年度エネルギーバランス表」

（注） 熱量ベース

【物流・港湾貨物】

食料・エネルギーを海外輸入に頼る日本
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輸出入貨物の９９．７％は港から

99.7％

資料：財務省

　　　輸出入貨物の物流動向調査より

　　　(調査期間2006年9月1日～9月7日)

資料：財務省
輸出入貨物の物流動向調査より
（調査期間：2008年9月22日～9月28日）

【物流・港湾貨物】

海外との貿易量

資料：国土交通省「港湾統計（流動表）」

17

中国 NIEs3（韓国・台湾・香港） ASEAN その他

東アジア
61.0%

輸 出

東アジア
28.9%

輸 入

9.2%
3.1%2.3%5.2%

17.7%

24.4%

20.1%11.4%
10.8%

26.0%

17.2%

14.0%

13.3%
11.7%

14.1%

39.0%

52.4%

63.5%

71.7%

67.5%

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

2.4

2.8

3.2

1970 1980 1990 2000 2010

（億トン）

6.9%
4.0%2.3%0.5%

7.7%
5.8%

3.6%1.6%0.9%

5.0%

16.3%
15.3%

17.4%
16.2%18.6%

72.0%

75.0%

79.9%

80%

0

2

4

6

8

10

12

1970 1980 1990 2000 2010

（億トン）

85.2%

港湾取扱貨物量（輸出・輸入）

【物流・港湾貨物】
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○アジア：韓国、中国、香港、台湾、タイ、フィリピン、マレーシア、シンガポール、インドネシア
○北米：アメリカ、カナダ
○欧州：イギリス、オランダ、ドイツ、イタリア、スペイン、ベルギー、フランス、ギリシャ、アイルランド、スウェーデン、フィンランド、デンマーク
○その他：日本と上記以外

港湾におけるコンテナ取扱個数の推移
２０１３年

全世界

日本

アジア
(日本含まず)

2億9,700万TEU 6億4,977万TEU

1,506万TEU 1,967万TEU

1億2,856万TEU 3億1,233万TEU

２．２倍

１．３倍

２．４倍

TEU(twenty-foot equivalent unit)：国際標準規格（ＩＳＯ規格）の20フィート・コンテナを１とし、40フィート・コンテナを２として計算する単位

２００３年

出典：THE WORLD BANK Container port traffic (TEU: 20 foot equivalent units)
より国土交通省港湾局作成

アジアの港湾
３億１，２３３万ＴＥＵ

アジアの港湾
１億２，８５６万ＴＥＵ

注）外内貿を含む数字。ただし、日本全体の取扱貨物量はContainerisation Internationalで
収集される主要な港湾の合計値であり、全てを網羅するものではない。
なお、日本の全てのコンテナ取扱港湾における取扱個数（外内貿計）は、1,655万TEU（2003年）
から2,149万TEU（2013年）に、10年間で1.3倍に増加している。（港湾統計より）

世界各地域の港湾におけるコンテナ取扱個数の推移
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【アジア主要港のコンテナ取扱個数】 【世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキング】

１９８４年 ２０１４年（速報値）

（単位：万ＴＥＵ）

※京浜港は東京港・横浜港、
阪神港は大阪港・神戸港。

TEU (twenty-foot equivalent unit)：
国際標準規格（ＩＳＯ規格）の
20 フィート・コンテナを１とし、
40 フィート・コンテナを２として
計算する単位。

港 名 取扱量 港 名 取扱量

1 ロッテルダム 255 1 (1) 上海 3,529

2 ﾆｭｰﾖｰｸ/ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ 226 2 (2) シンガポール 3,387

3 香港 211 3 (3) 深圳 2,404

4 神戸 183 4 (4) 香港 2,223

5 高雄 178 5 (6) 寧波 1,870

6 シンガポール 155 6 (5) 釜山 1,868

7 アントワープ 125 7 (8) 広州 1,660

8 基隆 123 8 (7) 青島 1,658

9 ロングビーチ 114 9 (9) ドバイ 1,525

10 横浜 110 10(10) 天津 1,406

29(28) 東京 489

52(48) 横浜 288

12 釜山 105

56(51) 名古屋 274

15 東京 92 59(56) 神戸 262

3１ 大阪 42 62(60) 大阪 244

…
…

…

…
…

[注] 数値はいずれも外内貿を含む。ランキングにおける（ ）内は2013年の順位。
［出典］ＣＯＮＴＡＩＮＥＲＩＳＡＴＩＯＮ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ Yearbook1987及びLloyd’s List資料を

基に国土交通省港湾局作成

…
…

…
… …

…
…

…

香港
2,223
211

上海
3,529
11

釜山
1,868
105

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
3,387
155

港湾取扱ｺﾝﾃﾅ個数
（単位：万ＴＥＵ）

2014年（上段）

1984年（下段）

青島
1,658
―天津

1,406
―

京浜港
778
203

※

阪神港
505
224

※
深圳
2,404
―

広州
1,660
―

寧波
1,870
―

アジア主要港におけるコンテナ取扱貨物



５．四国の港湾を取り巻く状況
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人 口 港湾取扱貨物量

面 積

製造品出荷額 県内総生産（名目）

全国シェア

3.1％

徳島

785千人

香川

996千人
愛媛

1,431千人

高知

764千人

全国シェア

5.0％

徳島

4,147㎞２

香川

1,862㎞２

愛媛

5,678㎞２

高知

7,105㎞２

全国シェア

2.6％

徳島

2兆7千億円

香川

3兆6千億円
愛媛

4兆7千億円

高知

2兆2千億円

全国シェア

3.0％

徳島

1兆7千億円

香川

2兆6千億円

愛媛

3兆8千億円

高知

5千億円

徳島

1,731万t

香川

7,566万t愛媛

7,207万t

高知

2,191万t

全国シェア

6.7％
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徳島県

1,815万t

香川県

6,489万t
愛媛県

7,174万t

高知県

2,329万t

全国シェア
6.1％

徳島県

１兆７千億円

香川県

２兆３千億円

愛媛県

４兆１千億円

高知県

５千億円

全国シェア
2.9% 香川県

3兆8千億円

愛媛県
4兆7千億円

高知県
2兆2千億円 徳島県

2兆8千億円

全国シェア
2.7%

【出典】総務省統計局「推計人口」（平成25年10月1日時点）
国土地理院「全国都道府県市町村別面積調」（平成25年10月1日時点）
内閣府「県民経済計算」（平成24年度）
経済産業省「工業統計表」（平成25年）
国土交通省「港湾統計（年報）」（平成25年）

高知県
7,105km2

徳島県
4,147km2

香川県
1,862km2

愛媛県
5,679km2

全国シェア

5.0％

徳島県

77万人

香川県

99万人愛媛県

141万人

高知県

75万人

全国シェア
3.1%

四国を取り巻く情勢



※瀬戸内海：瀬戸内海沿岸の香川県、愛媛県の２県

出典：県民経済計算（平成24年度）、工業統計（平成25年）、平成25年港湾統計（年報）

帝人(株)松山工場
(ポリカーボネート樹脂）

東レ(株)愛媛工場
(高性能炭素繊維）

三浦工業(株)
(小型貫流ボイラ）

大王製紙(株)三島工場
(紙・板紙)

【凡例】
青文字：日本一の生産量(特定の製品)
赤文字：世界一の生産量(特定の製品)

：重要港湾

香川県

徳島県

高知県愛媛県

日本政策投資銀行「平成23年度版四国ハンドブック」、四国経済産業局「四国が一番 四国が誇る日本一・世界一（平成
16年版）」に基づき四国地方整備局港湾空港部作成

その他コークス製造工場火力発電所製紙・木材工場

化学工場セメント工場等造船所製油所凡

例

三菱化学(株)坂出事業所(自動車触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ保護材)

(株)タダノ(建設用・車両搭載型クレーン)
南海プライウッド(株)(住宅用ﾗﾐﾈｰﾄ天井版)
(株)マキタ(小型船舶用ディーゼルエンジン)

阿波製紙(株)(自動車用ろ紙)
日本電工(株)(合金鉄)

王子製紙(株)(微塗工紙)

日亜化学工業(株)
(LED・蛍光体)

(株)大塚製薬工場(輸液製品)

住友化学(株)愛媛工場(高純度アルミナ)
住友金属鉱山(株)(電気ニッケル)

今治造船(株)
(造船)

○瀬戸内海沿岸は科学工業、非鉄金属工業、石油・石炭工業、造船業、製紙業等が盛んであり、四国のGDP
の６４％、製造品出荷額の７６％を占め、四国の経済を支えている。

○瀬戸内海沿岸の香川県、愛媛県においては、化学工業、非鉄金属工業、石油・石炭工業、造船業、製紙業等
が盛んであり、四国のGDPの63％、製造品出荷額の74％を占め、四国の経済を支えている。
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ニッポン高度紙工業(株)本社工場
(ｺﾝﾃﾞﾝｻ用ｾﾊﾟﾚｰﾀ、電池用ｾﾊﾟﾚｰﾀ)

(株)ＳＫＫ本社工場
(舶用クレーン)

GDP 製造品出荷額 港湾取扱貨物量 船舶乗降人数

四国全体
( )内は全国でのシェア

13.5兆円
（約3％）

8.6兆円
（約3％）

1億7867万トン
（約6％）

13039万人
（約13％）

うち瀬戸内海
( )内は四国でのシェア

8.5兆円
（約63％）

6.4兆円
（約74％）

1億3663万トン
（約77％）

12426万人
（約95％）

四国の産業構造

■港湾貨物取扱量ランキング（平成２５年）

■外貿コンテナ個数ランキング（平成２５年）

出典：H25港湾統計（年報）

■フェリー取扱量ランキング（平成２５年）

単位：千トン

単位：千トン 単位：ＴＥＵ順位
港湾名 総計

全国 四国 移出 移入

9 1 高松 20,082 10,321 9,761 

12 2 八幡浜 12,113 5,630 6,483 

23 3 松山 6,522 3,286 3,236 

24 4 土庄 5,517 2,614 2,904 

26 5 徳島小松島 5,380 3,007 2,373 

28 6 東予 5,243 2,846 2,398 

35 7 新居浜 4,141 2,422 1,719 

37 8 三崎 3,561 1,823 1,738 

39 9 宮浦 3,227 1,634 1,593 

43 10 立石 3,087 1,544 1,544 

90 16 宿毛湾 596 287 308 

125 22 今治 249 126 123 

151 25 宇和島 93 47 47 

順位
港湾名 総計

全国 四国 輸出 輸入

25 1 三島川之江 51,495 23,111 28,384 

31 2 高松 36,562 18,318 18,244 

32 3 松山 31,198 17,776 13,422 

41 4 今治 20,876 11,379 9,497 

46 5 徳島小松島 17,660 8,403 9,257 

51 6 高知 10,682 5,237 5,445 
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順位
港湾名 総計

全国 四国 輸出 輸入 移出 移入

35 1 高松 22,071 160 231 10,593 11,087 

36 2 坂出 21,728 1,371 9,338 7,181 3,838 

40 3 須崎 17,768 3,885 779 10,629 2,474 

43 4 東予 16,058 1,703 1,520 5,265 7,569 

49 5 八幡浜 12,278 0 0 5,632 6,646 

50 6 新居浜 11,301 435 2,920 5,182 2,763 

56 7 松山 10,168 360 402 4,067 5,338 

58 8 橘 9,801 361 7,546 740 1,155 

59 9 三島川之江 9,041 89 5,364 1,491 2,097 

67 10 徳島小松島 7,370 40 646 3,766 2,918 

84 13 高知 4,651 87 553 2,754 1,257 

158 20 今治 1,037 127 126 228 557 

182 23 宿毛湾 707 0 0 299 409 

221 32 宇和島 362 0 4 82 277 

四国管内の港湾の利用実績
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千TEU 四国の外貿コンテナ取扱量（輸出入計）

高知

三島川之江

今治

松山

高松

徳島小松島

○四国の外貿コンテナ取扱貨物量は増加傾向にあり、平成21年の世界的な経済情勢の悪化から回復し、増加を
続けている。

今治港で四国初の航路開設

出典：港湾統計（年報）

増加傾向

168,952TEU
56%

97,493TEU
32%

37,569TEU
12%

外貿コンテナ 国際フィーダーコンテナ 内貿コンテナ

四国の港湾における
平成２５年コンテナ取扱貨物量（TEU）

出典：四国地整調べ

24

四国の外資コンテナ取扱貨物量の推移

25

高松

新居浜

八幡浜三崎

呉

神戸

和歌山

臼杵

松山

宿毛

至 北九州（新門司）

佐賀関

徳島小松島

東予

柳井

宇野

大阪

至 東京
別府

至 小倉

広島

佐伯

2015年4月時点
出典：フェリー・旅客船ガイド（2015年春季号）を基に作成

数字： １日あたりの便数（平日）

四国急行フェリー ジャンボフェリー
4

南海フェリー
8

オーシャン東九フェリー
1

四国開発フェリー
1

瀬戸内海汽船

石崎汽船
共

防予フェリー
※日運休便有

9

松山・小倉フェリー

1

国道九四フェリー
16

宇和島運輸
※土日運休便有

九四オレンジフェリー

宿毛フェリー
3

7

7

坂手

宇和島運輸
6

伊保田

周防大島松山フェリー
※日運休便有

4

10

四国開発フェリー

※土日運休便有

1

○四国と中国地方、九州地方、東京を結ぶフェリー航路が1日当たり15航路就航しており、フェリー輸送
が盛んに行われている。

四国発着フェリー航路図



釜山

大連

青島

上海

基隆

高雄

○四国において、外貿定期コンテナ航路が開設され、アジア地域が

我が国の一部であるような物流活動が行われている。

高松港
徳島

小松島港三島川之江港

高知港

松山港

4

釜山
6

釜山・蔚山
上海・大連・青島

8

釜山・上海

7
釜山・上海
基隆・高雄

3

釜山

2

釜山

今治港

出典：四国地方整備局調べ

： 航路数（便/週）

0 1000km

１
１

（平成27年4月現在）

蔚山

【四国の港湾】

数

１

3

1

14

26

四国とアジアの貿易の拡大

６．港湾空港部の仕事

一番大事な仕事を一言で言うと・・・

港をつくる
ことで、四国の皆さんに幸せになってもらう。
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